
し
　

ら

や
ま

岩
手
・志
羅
山
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
中石
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
平
泉
字
志
羅
山

２
　
調
査
期
間
　
　
第
八
人
次
調
査
　
一
一〇
〇

一
年

（平
１３
）

一
一
月
―
二
〇

〇
二
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
平
泉
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
菅
原
計
二

５
　
遺
跡
の
種
類
　
屋
敷
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

志
羅
山
遺
跡
は
平
泉
町
の
中
心
市
街
地
の
南
側
、
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
平
泉
駅
の

西
側
に
広
が
る
周
知
の
遺
跡
で

あ
る
。
地
形
は
西
側
の
小
起
伏

丘
陵
縁
辺
か
ら
東
側
の
北
上
川

沖
積
低
地
お
よ
び
南
の
北
上
川

支
流
太
田
川
に
向
か

っ
て
下
る

緩
斜
面
地
で
、
標
高
は
三
二
―

関

一≡
二
ｍ
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ま

・　
で
の
調
査

で
、
『吾
妻
鏡
』
に

記
さ
れ
る
東
西
大
路
と
み
ら
れ

る
遺
構
や
そ
の
周
辺
に
広
が
る
奥
州
藤
原
氏
時
代
の
屋
敷
跡

・
付
属
施
設
な
ど

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

第
人
人
次
調
査
区
は
観
自
在
王
院
跡
の
東
約

一
〇
〇
ｍ
に
位
置
す
る
。
当
地

点
は
、
毛
越
寺

・
観
自
在
王
院
跡
か
ら
東
に
向
か
っ
て
下
る
沢
状
地
形
を
基
盤

と
し
、　
〓

一世
紀
中
頃
か
ら
後
半
に
大
規
模
に
埋
め
立
て
る
整
地
事
業
を
行
な

っ
て
い
る
。
整
地
以
前
に
は
沢
に
下
る
階
段
状
の
通
路
が
あ
り
、
北
側
の
生
活

面
と
の
往
来
に
使
用
し
て
い
た
よ
う
だ
が
、
整
地
以
後
は
新
た
な
生
活
面
が
築

か
れ
て
い
る
。

木
簡
は
厚
い
整
地
層
直
下
の
遺
物
堆
積
層
か
ら
出
土
し
た
。
坦
土
に
は
炭
化

物
が
多
く
含
ま
れ
、
報
告
す
る
木
簡
の
他
、
墨
痕
が
確
認
で
き
な
い
笹
塔
婆
の

破
片
、
木
片
が
混
じ
る
。
笹
塔
婆
に
は
焼
け
焦
げ
た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

⑪

　

「
＜
南
無
大
日
如
来
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞ｏ衆
溺
益

ｏ２

②

　

「
＜
南
元
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ｄ

益
巽
Ю
８
Ｐ

①

　

「
＜
南
元
阿
弥

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（こ

さ
泉
］
〓
牌

い

　

「
＜
南
無
阿

×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

差
撰
卜
墓

働
　
　
×
陀
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐじ

遜
要
］
８
Ｐ

⑥

　

「
＜
日
□
□
□
□
日
□

（
Ｐ
伽
じ

×

牌
］
×
］

ｏ
ｏ
〕



含

卜
∞
）
×

Ｐ
ｓ
×

∞
　

ｏ
ω
牌

①

　

＜
×
無
阿
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ

る
反
］
ｏｐ

⑩
　
。
「　
　
　
　
禅
門
房
之
定
定
計
也
覚
禅
房
　
禅
門
房
之
定
計
也
覚
禅
房
増
春
僧
声
　
増
春
僧
声
　
是
見
」

名
大
力
専
門
　
罫
翠
印
翠
範
緊
翠
籠
辞
華
軍
翠
印
緊
η
□
И

①
は
完
形
の
笹
塔
婆
で
、
墨
書
が
消
え
て
痕
跡
の
み
が
残
る
。

②
ｌ
ｍ
の
七
点
は

一
端
も
し
く
は
両
端
が
欠
損
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
笹

塔
婆
と
み
ら
れ
る
。

①
は
両
面
に

「飛
龍
」
と
墨
書
さ
れ
る
将
棋
駒
で
あ
る
。
平
安
時
代
末
期
の

大
将
模
に
用
い
ら
れ
た
駒
と
み
ら
れ
る
。

⑩
は
仏
教
関
係
の
習
書
木
簡
で
、
長
さ
二
尺
程
の
短
冊
形
の
頂
部
を
半
月
状

に
窪
ま
せ
、　
一
方
の
側
面
に
均
等
の
間
隔
で
切
り
込
み
を
配
す
る
。
仏
具
の
側

板

・
定
規

・
金
銅
製
品
の
様
な
ど
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
木
製
品
で
、
両
面

に
習
書
が
あ
る
。　
一
面
に
禅
門
房
が
計

（次
第
）
を
定
め
、
覚
禅
房
増
春
僧
が

声

Ω
″
明
）
を
担
当
し
た
こ
と
を
示
す
と
み
ら
れ
る
墨
書
を
記
す
。
も
う

一
面

2002年 出上の木簡

韓

(10)

Ｆ
″
ツ

イ
■
年
Ｆｌ
舟
ぇ
宣
之
十
也
覧
押
移

揮
四
‰
え
之
計
ｔ
漁ぃ寛
葎
・冴
婚
本
狼
恥

　

む
狩
株
と
正
井
繊

⑪
　
。
「飛
龍
」

。
「札爪空説臣」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］∞
〉〈Ｐ⇔〉〈⇔　　ＯωＰ

ｏ
『
ｏ
×

Ю
ｏ
×

⇔
　

ｏ
ω
釦

に
は
法
華
経
や
仏
教
関
連
の
墨
書
を
記
す
。

な
お
、
木
簡
の
赤
外
線
写
真
撮
影
に
は
⑪
水
沢
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン

タ
ー
の
伊
藤
博
幸
氏
他
、
東
北
歴
史
博
物
館
の
籠
橋
俊
光
氏
他
の
方
々
の
ご
協

力
を
得
た
。
ま
た
、
木
簡
の
釈
読

・
解
釈
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
の
佐
藤
信

氏
、
⑩
に
つ
い
て
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
の
岡
陽

一
郎
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

９
　
関
係
文
献

平
泉
町
教
育
委
員
会

『平
泉
遺
跡
群
発
掘
調
査
略
報
』
七
八

（一
一〇
Ｑ

一

年
）

（菅
原
計
三
）
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